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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第９期
第３四半期
連結累計期間

第10期
第３四半期
連結累計期間

第９期

連結会計期間

自 平成28年

４月１日

至 平成28年

12月31日

自 平成29年

４月１日

至 平成29年

12月31日

自 平成28年

４月１日

至 平成29年

３月31日

経常収益 (百万円) 4,069,259 4,145,753 5,335,239

正味収入保険料 (百万円) 2,608,957 2,623,955 3,407,389

経常利益 (百万円) 318,850 161,731 352,612

親会社株主に帰属する　　　　　

四半期（当期）純利益
(百万円) 209,655 97,635 210,447

四半期包括利益又は包括利益 (百万円) 101,742 484,226 114,294

純資産額 (百万円) 2,748,246 3,138,947 2,734,432

総資産額 (百万円) 20,792,687 22,863,259 21,234,300

１株当たり四半期　　　　　　　

（当期）純利益金額
(円) 348.77 164.80 350.94

潜在株式調整後１株当たり

四半期（当期）純利益金額
(円) 348.74 164.76 350.90

自己資本比率 (％) 13.10 13.61 12.76

 

回次
第９期
第３四半期
連結会計期間

第10期
第３四半期
連結会計期間

連結会計期間

自 平成28年

10月１日

至 平成28年

12月31日

自 平成29年

10月１日

至 平成29年

12月31日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 185.32 36.96

（注）　当社は四半期連結財務諸表を作成しているため、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載しており

ません。

 

 

２【事業の内容】

(1) 当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、

重要な変更はありません。

 

(2) 主要な関係会社の異動

＜海外事業（海外保険子会社）＞

当第３四半期連結会計期間において、連結子会社である三井住友海上火災保険株式会社が株式を取得したこと

により、MS First Capital Insurance Limitedが新たに関係会社（連結子会社）となっております。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第３四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　本項に記載した将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

(1)　経営成績の分析

　当第３四半期連結累計期間における世界経済は、米国や欧州において景気回復が続き、アジアにおいても景気の

持ち直しの動きがみられるなど、緩やかな回復基調が続きました。

　わが国経済も、企業収益が改善し個人消費に持ち直しの動きがみられるなど、緩やかな回復基調が続きました。

一方、国内の台風や北米におけるハリケーンなどの自然災害は、わが国の損害保険業界に大きな影響を与えること

となりました。

　このような経営環境のもと、当第３四半期連結累計期間における当社グループの業績は次のとおりとなりまし

た。

 

［連結主要指標］

 
前第３四半期連結累計期間
(自　平成28年４月１日
　至　平成28年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年12月31日)

比較増減  増減率

正味収入保険料 　(百万円) 2,608,957 2,623,955 14,998 0.6％

生命保険料 　　　(百万円) 935,551 758,351 △177,199 △18.9％

経常利益 　　　　(百万円) 318,850 161,731 △157,119 △49.3％

親会社株主に帰属する

四半期純利益 　　(百万円)
209,655 97,635 △112,020 △53.4％

 

　正味収入保険料は、国内損害保険事業で増収したことにより、前年同期に比べ149億円増加し、２兆6,239億円と

なりました。

　生命保険料は、三井住友海上プライマリー生命保険株式会社で減収となり、前年同期に比べ1,771億円減少し、

7,583億円となりました。

　経常利益は、国内の台風や北米におけるハリケーンなどの自然災害により発生保険金（正味支払保険金と支払備

金繰入額の合計）が増加したことなどにより、前年同期に比べ1,571億円減少し、1,617億円となりました。

　経常利益に特別損益、法人税等などを加減した親会社株主に帰属する四半期純利益は、前年同期に比べ1,120億

円減少し、976億円となりました。
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保険種目別の保険料・保険金は次のとおりであります。

 

イ　元受正味保険料（含む収入積立保険料）

区分

前第３四半期連結累計期間
(自　平成28年４月１日
　至　平成28年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年12月31日)

金額
(百万円)

構成比
(％)

対前年増減
(△)率(％)

金額
(百万円)

構成比
(％)

対前年増減
(△)率(％)

火災 443,670 16.2 △16.0 455,641 16.4 2.7

海上 145,206 5.3 39.3 151,574 5.5 4.4

傷害 250,264 9.1 1.6 245,463 8.8 △1.9

自動車 1,156,787 42.1 4.3 1,164,561 41.9 0.7

自動車損害賠償責任 270,038 9.8 0.3 259,619 9.4 △3.9

その他 479,845 17.5 20.0 500,840 18.0 4.4

合計 2,745,812 100.0 3.3 2,777,701 100.0 1.2

（うち収入積立保険料） (79,361) (2.9) (△16.5) (68,815) (2.5) (△13.3)

（注）１　諸数値はセグメント間の内部取引相殺後の金額であります。

２　元受正味保険料（含む収入積立保険料）とは、元受保険料から元受解約返戻金及び元受その他返戻金を控除

したものであります。（積立型保険の積立保険料を含む。）

 

ロ　正味収入保険料

区分

前第３四半期連結累計期間
(自　平成28年４月１日
　至　平成28年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年12月31日)

金額
(百万円)

構成比
(％)

対前年増減
(△)率(％)

金額
(百万円)

構成比
(％)

対前年増減
(△)率(％)

火災 408,784 15.7 9.3 410,331 15.6 0.4

海上 127,064 4.9 54.8 131,135 5.0 3.2

傷害 175,662 6.7 7.2 180,015 6.9 2.5

自動車 1,188,659 45.6 5.8 1,198,970 45.7 0.9

自動車損害賠償責任 264,147 10.1 △2.9 270,573 10.3 2.4

その他 444,640 17.0 36.9 432,929 16.5 △2.6

合計 2,608,957 100.0 11.5 2,623,955 100.0 0.6

（注）　諸数値はセグメント間の内部取引相殺後の金額であります。
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ハ　正味支払保険金

区分

前第３四半期連結累計期間
(自　平成28年４月１日
　至　平成28年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年12月31日)

金額
(百万円)

構成比
(％)

対前年増減
(△)率(％)

金額
(百万円)

構成比
(％)

対前年増減
(△)率(％)

火災 227,702 16.9 27.6 237,810 17.0 4.4

海上 67,839 5.0 96.9 70,383 5.0 3.8

傷害 80,924 6.0 △1.9 78,808 5.6 △2.6

自動車 590,983 43.9 2.5 623,745 44.6 5.5

自動車損害賠償責任 197,366 14.6 0.0 192,436 13.8 △2.5

その他 183,026 13.6 27.9 195,672 14.0 6.9

合計 1,347,843 100.0 11.1 1,398,856 100.0 3.8

（注）　諸数値はセグメント間の内部取引相殺後の金額であります。

 

次に、セグメントごとの業績は以下のとおりであります。

 

①　国内損害保険事業（三井住友海上火災保険株式会社）

連結子会社である三井住友海上火災保険株式会社の業績は次のとおりとなりました。

 

［三井住友海上火災保険株式会社（単体）の主要指標］

 
前第３四半期累計期間
(自　平成28年４月１日
　至　平成28年12月31日)

当第３四半期累計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年12月31日)

比較増減  増減率

正味収入保険料 　(百万円) 1,104,659 1,123,736 19,077 1.7％

正味損害率　　　　 (％) 59.8 59.6 △0.2 －

正味事業費率　　　 (％) 30.6 30.9 0.3 －

保険引受利益 　　(百万円) 67,591 58,193 △9,398 △13.9％

経常利益　　　　 (百万円) 168,954 195,020 26,065 15.4％

四半期純利益 　　(百万円) 125,178 150,194 25,016 20.0％

（注）　諸数値はセグメント間の内部取引相殺前の金額であります。

 

保険引受の概況は次のとおりであります。

　保険引受収益のうち正味収入保険料は、火災保険で増収したことなどにより、前年同期に比べ190億円増加し、

１兆1,237億円となりました。一方、保険引受費用のうち正味支払保険金は、自動車保険で増加したことなどによ

り、前年同期に比べ90億円増加し6,053億円となりました。以上により、正味損害率は59.6％と、前年同期に比べ

0.2ポイント低下しました。また、諸手数料及び集金費、ならびに保険引受に係る営業費及び一般管理費が増加し

たことにより正味事業費率は30.9％と、前年同期に比べ0.3ポイント上昇しました。

　これらに収入積立保険料、満期返戻金、支払備金繰入額、責任準備金戻入額などを加減した保険引受利益は、台

風などの自然災害の発生保険金（正味支払保険金と支払備金繰入額の合計）が増加したことなどから、前年同期に

比べ93億円減少し、581億円となりました。
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保険種目別の保険料・保険金は次のとおりであります。

 

イ　元受正味保険料（含む収入積立保険料）

区分

前第３四半期累計期間
(自　平成28年４月１日
　至　平成28年12月31日)

当第３四半期累計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年12月31日)

金額
(百万円)

構成比
(％)

対前年増減
(△)率(％)

金額
(百万円)

構成比
(％)

対前年増減
(△)率(％)

火災 205,955 16.2 △23.7 211,314 16.6 2.6

海上 60,483 4.8 △15.6 60,816 4.8 0.6

傷害 160,870 12.7 △3.1 160,310 12.6 △0.3

自動車 495,708 39.1 1.6 495,240 38.8 △0.1

自動車損害賠償責任 131,197 10.4 1.0 126,741 9.9 △3.4

その他 213,381 16.8 10.1 220,530 17.3 3.4

合計 1,267,598 100.0 △3.9 1,274,955 100.0 0.6

（うち収入積立保険料） (56,329) (4.4) (△18.9) (47,948) (3.8) (△14.9)

　（注）１　諸数値はセグメント間の内部取引相殺前の金額であります。

２　元受正味保険料（含む収入積立保険料）とは、元受保険料から元受解約返戻金及び元受その他返戻金を控除

したものであります。（積立型保険の積立保険料を含む。）

 

ロ　正味収入保険料

区分

前第３四半期累計期間
(自　平成28年４月１日
　至　平成28年12月31日)

当第３四半期累計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年12月31日)

金額
(百万円)

構成比
(％)

対前年増減
(△)率(％)

金額
(百万円)

構成比
(％)

対前年増減
(△)率(％)

火災 136,658 12.4 △29.6 147,481 13.1 7.9

海上 44,415 4.0 △13.5 45,011 4.0 1.3

傷害 105,891 9.6 1.7 108,765 9.7 2.7

自動車 492,509 44.6 1.5 492,220 43.8 △0.1

自動車損害賠償責任 138,525 12.5 △2.3 141,806 12.6 2.4

その他 186,658 16.9 10.2 188,449 16.8 1.0

合計 1,104,659 100.0 △3.6 1,123,736 100.0 1.7

　（注）　諸数値はセグメント間の内部取引相殺前の金額であります。
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ハ　正味支払保険金

区分

前第３四半期累計期間
(自　平成28年４月１日
　至　平成28年12月31日)

当第３四半期累計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年12月31日)

金額
(百万円)

対前年増減
(△)率(％)

正味損害率
(％)

金額
(百万円)

対前年増減
(△)率(％)

正味損害率
(％)

火災 97,361 △0.6 73.5 92,060 △5.4 64.7

海上 25,960 5.7 61.5 24,438 △5.9 57.1

傷害 53,474 △4.8 55.2 52,079 △2.6 52.8

自動車 236,853 △1.9 56.3 247,795 4.6 58.5

自動車損害賠償責任 104,393 1.0 82.8 102,686 △1.6 79.4

その他 78,310 9.8 44.3 86,327 10.2 48.3

合計 596,353 0.3 59.8 605,388 1.5 59.6

　（注）１　諸数値はセグメント間の内部取引相殺前の金額であります。

２　正味損害率は正味支払保険金に損害調査費を加えて算出しております。

 

資産運用の概況は次のとおりであります。

　利息及び配当金収入が前年同期に比べ48億円増加し889億円となり、有価証券売却益が前年同期に比べ259億円増

加し800億円となったことなどから、積立型保険の満期返戻金などに充当する運用益を控除した残額の資産運用収

益は、前年同期に比べ351億円増加し、1,509億円となりました。一方、資産運用費用は、前年同期に比べ10億円減

少し、46億円となりました。

 

　これらの結果、経常利益は前年同期に比べ260億円増加し、1,950億円となりました。四半期純利益は前年同期に

比べ250億円増加し、1,501億円となりました。

 

   ②　国内損害保険事業（あいおいニッセイ同和損害保険株式会社）

連結子会社であるあいおいニッセイ同和損害保険株式会社の業績は次のとおりとなりました。

 

［あいおいニッセイ同和損害保険株式会社（単体）の主要指標］

 
前第３四半期累計期間
(自　平成28年４月１日
　至　平成28年12月31日)

当第３四半期累計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年12月31日)

比較増減  増減率

正味収入保険料　(百万円) 905,141 925,454 20,313 2.2％

正味損害率　　　　(％) 58.8 57.3 △1.5 －

正味事業費率　　　(％) 33.1 32.9 △0.2 －

保険引受利益又は保険引受

損失（△）　　　(百万円)
47,199 △6,851 △54,050 △114.5％

経常利益　　　　(百万円) 80,098 28,859 △51,239 △64.0％

四半期純利益　　(百万円) 56,329 19,099 △37,229 △66.1％

（注）　諸数値はセグメント間の内部取引相殺前の金額であります。
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保険引受の概況は次のとおりであります。

　保険引受収益のうち正味収入保険料は、火災保険で増収したことなどにより、前年同期に比べ203億円増加し、

9,254億円となりました。一方、保険引受費用のうち正味支払保険金は、新種保険で減少したことなどにより、前

年同期に比べ24億円減少し、4,842億円となりました。以上により、正味損害率は57.3％と、前年同期に比べ1.5ポ

イント低下しました。また、正味収入保険料が増加したことなどにより、正味事業費率は32.9％と、前年同期に比

べ0.2ポイント低下しました。

　これらに収入積立保険料、満期返戻金、支払備金繰入額、責任準備金繰入額などを加減した保険引受損益は、国

内の台風や北米におけるハリケーンなどの自然災害の発生保険金（正味支払保険金と支払備金繰入額の合計）が増

加したことなどから、前年同期に比べ540億円減少し、68億円の損失となりました。

 

保険種目別の保険料・保険金は次のとおりであります。

 

イ　元受正味保険料（含む収入積立保険料）

区分

前第３四半期累計期間
(自　平成28年４月１日
　至　平成28年12月31日)

当第３四半期累計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年12月31日)

金額
(百万円)

構成比
(％)

対前年増減
(△)率(％)

金額
(百万円)

構成比
(％)

対前年増減
(△)率(％)

火災 147,461 15.4 △22.7 154,979 16.1 5.1

海上 △5 △0.0 － △49 △0.0 －

傷害 67,166 7.0 △2.4 65,445 6.8 △2.6

自動車 498,143 51.9 0.4 497,865 51.8 △0.1

自動車損害賠償責任 138,840 14.5 △0.4 132,877 13.8 △4.3

その他 108,081 11.2 9.2 110,321 11.5 2.1

合計 959,688 100.0 △3.4 961,440 100.0 0.2

（うち収入積立保険料） (23,031) (2.4) (△10.3) (20,867) (2.2) (△9.4)

（注）１　諸数値はセグメント間の内部取引相殺前の金額であります。

２　元受正味保険料（含む収入積立保険料）とは、元受保険料から元受解約返戻金及び元受その他返戻金を控除

したものであります。（積立型保険の積立保険料を含む。）

 

ロ　正味収入保険料

区分

前第３四半期累計期間
(自　平成28年４月１日
　至　平成28年12月31日)

当第３四半期累計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年12月31日)

金額
(百万円)

構成比
(％)

対前年増減
(△)率(％)

金額
(百万円)

構成比
(％)

対前年増減
(△)率(％)

火災 112,618 12.4 △11.8 132,301 14.3 17.5

海上 4,017 0.5 △8.2 5,719 0.6 42.4

傷害 47,153 5.2 △3.9 47,056 5.1 △0.2

自動車 512,368 56.6 1.4 515,151 55.7 0.5

自動車損害賠償責任 125,284 13.8 △3.6 128,382 13.9 2.5

その他 103,697 11.5 20.1 96,842 10.4 △6.6

合計 905,141 100.0 0.3 925,454 100.0 2.2

　（注）　諸数値はセグメント間の内部取引相殺前の金額であります。
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ハ　正味支払保険金

区分

前第３四半期累計期間
(自　平成28年４月１日
　至　平成28年12月31日)

当第３四半期累計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年12月31日)

金額
(百万円)

対前年増減
(△)率(％)

正味損害率
(％)

金額
(百万円)

対前年増減
(△)率(％)

正味損害率
(％)

火災 63,097 △1.0 58.0 67,919 7.6 53.6

海上 1,993 1.2 49.7 2,609 30.9 45.8

傷害 20,375 △11.8 47.4 20,080 △1.4 46.9

自動車 256,231 △2.4 55.8 262,240 2.3 56.7

自動車損害賠償責任 92,609 △1.0 81.0 89,413 △3.5 76.3

その他 52,418 27.4 53.0 41,975 △19.9 46.2

合計 486,725 0.1 58.8 484,239 △0.5 57.3

　（注）１　諸数値はセグメント間の内部取引相殺前の金額であります。

２　正味損害率は正味支払保険金に損害調査費を加えて算出しております。

 

資産運用の概況は次のとおりであります。

　利息及び配当金収入が前年同期に比べ26億円増加し454億円となったことなどから、積立型保険の満期返戻金な

どに充当する運用益を控除した残額の資産運用収益は、前年同期に比べ23億円増加し、436億円となりました。一

方、資産運用費用は、有価証券売却損が減少したことなどから、前年同期に比べ15億円減少し、61億円となりまし

た。

 

　これらの結果、経常利益は、前年同期に比べ512億円減少し、288億円となりました。四半期純利益は、前年同期

に比べ372億円減少し、190億円となりました。

 

③　国内損害保険事業（三井ダイレクト損害保険株式会社）

　連結子会社である三井ダイレクト損害保険株式会社の業績は次のとおりとなりました。

　保険引受収益のうち正味収入保険料は、前年同期並みの275億円となりました。

　一方、保険引受費用のうち正味支払保険金は、前年同期に比べ９億円減少し、184億円となりました。正味損害

率は74.3％と、前年同期に比べ3.8ポイント低下しました。

　また、諸手数料及び集金費並びに保険引受に係る営業費及び一般管理費は、前年同期に比べ３億円増加し、64億

円となりました。正味事業費率は23.4％と、前年同期に比べ1.1ポイント上昇しました。

　保険引受利益は、発生保険金(正味支払保険金と支払備金繰入額の合計)の減少などにより、前年同期に比べ11億

円増加し、12億円となりました。四半期純利益は、前年同期に比べ10億円増加し、11億円となりました。

　この結果、出資持分考慮後の四半期純利益（セグメント利益）は、前年同期に比べ10億円増加し、10億円となり

ました。
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④　国内生命保険事業（三井住友海上あいおい生命保険株式会社）

連結子会社である三井住友海上あいおい生命保険株式会社の業績は次のとおりとなりました。

　保険料等収入は、個人保険の保険料が増加したことなどにより、前年同期に比べ113億円増加し、3,607億円とな

りました。

　経常利益は、資産運用収益の増加などにより、前年同期に比べ１億円増加し、132億円となりました。

　四半期純利益は、前年同期並みの、61億円となりました。

 

 

保有契約高、新契約高及び保有契約年換算保険料の状況は次のとおりであります。

 

イ　保有契約高

区分

前事業年度
(平成29年３月31日)

当第３四半期会計期間
(平成29年12月31日)

金額 (億円) 金額 (億円)
対前年度末
増減(△)率(％)

(1) 個人保険 224,779 229,969 2.3

(2) 個人年金保険 7,362 7,167 △2.6

(3) 団体保険 70,743 77,727 9.9

(4) 団体年金保険 3 3 △2.8

 

個人合計（(1)＋(2)） 232,142 237,137 2.2

（注）１　諸数値はセグメント間の内部取引相殺前の金額であります。

２　個人年金保険については、年金支払開始前契約の年金支払開始時における年金原資と年金支払開始後契約の

責任準備金を合計したものであります。

３　団体年金保険については、責任準備金の金額であります。

 

ロ　新契約高

区分

前第３四半期累計期間
(自　平成28年４月１日
　至　平成28年12月31日)

当第３四半期累計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年12月31日)

新契約＋転換
による純増加
(億円)

新契約
(億円)

転換による
純増加
(億円)

新契約＋転換
による純増加
(億円)

対前年増減
 (△)率(％)

新契約
(億円)

転換による
純増加
(億円)

(1) 個人保険 15,865 15,865 － 20,675 30.3 20,675 　　－

(2) 個人年金保険 186 186 － 72 △61.3 72 　　－

(3) 団体保険 428 428 　　― 1,206 181.4 1,206 　　―

(4) 団体年金保険 － － 　　― 　　－ 　　－ 　　－ 　　―

 

個人合計

（(1)＋(2)）
16,051 16,051 － 20,747 29.3 20,747 　　－

（注）１　諸数値はセグメント間の内部取引相殺前の金額であります。

２　新契約の個人年金保険の金額は年金支払開始時における年金原資であります。
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ハ　保有契約年換算保険料

区分

前事業年度
(平成29年３月31日)

当第３四半期会計期間
(平成29年12月31日)

金額 (億円) 金額 (億円)
対前年度末
増減(△)率(％)

個人保険 3,577 3,665 2.5

個人年金保険 433 432 △0.2

合計 4,010 4,097 2.2

（注）１　諸数値はセグメント間の内部取引相殺前の金額であります。

２　年換算保険料とは、１回当たりの保険料について保険料の支払方法に応じた係数を乗じ、１年当たりの保険

料に換算した金額（一時払契約等は、保険料を保険期間で除した金額）であります。

 

　個人保険・個人年金保険を合計した新契約高は、収入保障保険の増加等により、前年同期に比べ4,696億円増加

し、２兆747億円となりました。一方、個人保険・個人年金保険を合計した解約失効契約高は、前年同期に比べ

2,213億円増加し、１兆1,673億円となりました。これらの結果、個人保険・個人年金保険を合計した保有契約高

は、前事業年度末に比べ2.2％増加し、23兆7,137億円となりました。

　保有契約年換算保険料は、個人保険が堅調に推移したことから、前事業年度末に比べ87億円増加し、4,097億円

となりました。

 

⑤　国内生命保険事業（三井住友海上プライマリー生命保険株式会社）

連結子会社である三井住友海上プライマリー生命保険株式会社の業績は次のとおりとなりました。

　保険料等収入は、外貨建て定額保険の販売増加及び再保険収入の増加を主因に、前年同期に比べ15億円増加し、

7,896億円となりました。

　経常利益は、定額終身保険の責任準備金繰入負担が増加したことを主因に、前年同期に比べ63億円減少し、423

億円となりました。

　四半期純利益は、前年同期に比べ85億円減少し、253億円となりました。

 

保有契約高、新契約高及び保有契約年換算保険料の状況は次のとおりであります。

 

イ　保有契約高

区分

前事業年度
(平成29年３月31日)

当第３四半期会計期間
(平成29年12月31日)

金額 (億円) 金額 (億円)
対前年度末
増減(△)率(％)

(1) 個人保険 33,352 38,782 16.3

(2) 個人年金保険 23,455 23,687 1.0

(3) 団体保険 － － －

(4) 団体年金保険 － － －

 

個人合計（(1)＋(2)） 56,807 62,470 10.0

（注）１　諸数値はセグメント間の内部取引相殺前の金額であります。

２　個人年金保険については、年金支払開始前契約の年金支払開始時における年金原資（ただし、個人変額年金

保険については保険料積立金）と年金支払開始後契約の責任準備金を合計したものであります。
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ロ　新契約高

区分

前第３四半期累計期間
(自　平成28年４月１日
　至　平成28年12月31日)

当第３四半期累計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年12月31日)

新契約＋転換
による純増加
(億円)

新契約
(億円)

転換による
純増加
(億円)

新契約＋転換
による純増加
(億円)

対前年増減
 (△)率(％)

新契約
(億円)

転換による
純増加
(億円)

(1) 個人保険 6,645 6,645 － 6,125 △7.8 6,125 －

(2) 個人年金保険 945 945 － 1,456 53.9 1,456 －

(3) 団体保険 － － 　　― － － － 　　―

(4) 団体年金保険 － － 　　― － － － 　　―

 

個人合計

（(1)＋(2)）
7,591 7,591 － 7,581 △0.1 7,581 －

（注）１　諸数値はセグメント間の内部取引相殺前の金額であります。

２　新契約の個人年金保険の金額は、年金支払開始時における年金原資（ただし、個人変額年金保険については

契約時の保険料積立金）であります。

 

ハ　保有契約年換算保険料

区分

前事業年度
(平成29年３月31日)

当第３四半期会計期間
(平成29年12月31日)

金額 (億円) 金額 (億円)
対前年度末
増減(△)率(％)

個人保険 2,217 2,680 20.9

個人年金保険 3,104 2,536 △18.3

合計 5,321 5,217 △2.0

（注）１　諸数値はセグメント間の内部取引相殺前の金額であります。

２　年換算保険料とは、１回当たりの保険料について保険料の支払方法に応じた係数を乗じ、１年当たりの保険

料に換算した金額（一時払契約等は、保険料を保険期間で除した金額）であります。

 

　個人保険・個人年金保険を合計した新契約高は、前年同期に比べ10億円減少し、7,581億円となりました。一

方、個人保険・個人年金保険を合計した解約失効契約高は、前年同期に比べ1,077億円増加し、1,818億円となりま

した。個人保険・個人年金保険を合計した保有契約高は、前事業年度末に比べ10.0％増加し、６兆2,470億円とな

りました。

　保有契約年換算保険料は、前事業年度末に比べ104億円減少し、5,217億円となりました。
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　⑥　海外事業（海外保険子会社）

海外保険子会社セグメントの業績は次のとおりとなりました。

 

［海外保険子会社の主要指標］

 
前第３四半期連結累計期間
(自　平成28年４月１日
　至　平成28年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年12月31日)

比較増減  増減率

正味収入保険料　　 (百万円) 567,281 543,726 △23,554 △4.2％

経常利益又は

経常損失（△）　　 (百万円)
39,302 △82,886 △122,189 △310.9％

セグメント利益

又は損失（△）　　 (百万円)
28,410 △72,974 △101,384 △356.9％

　（注）１　諸数値はセグメント間の内部取引相殺前の金額であります。

　　　　２　セグメント損益は出資持分考慮後の四半期純損益に相当する金額であります。

 

　正味収入保険料は、円高ポンド安の影響を主因に欧州で減収となったことにより、前年同期に比べ235億円減少

し、5,437億円となりました。

　経常損益は、北米におけるハリケーンなどの自然災害により発生保険金（正味支払保険金と支払備金繰入額の合

計）が増加したことなどから、前年同期に比べ1,221億円減少し、828億円の損失となりました。出資持分考慮後の

四半期純損益（セグメント損益）は、前年同期に比べ1,013億円減少し、729億円の損失となりました。

 

(2)　財政状態の分析

　当第３四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べ１兆6,289億円増加し、22兆8,632億円となり

ました。総資産の内訳では、有価証券が１兆867億円増加し、16兆3,898億円となりました。

 

(3)　経営方針・経営戦略等

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループが定めている経営方針・経営戦略等若しくは指標等について

重要な変更及び新たに定めたものはありません。

 

(4)　事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更及び新たに生じた課題

はありません。

 

(5)　研究開発活動

　該当事項はありません。

 

(6)　主要な設備

　当第３四半期連結累計期間において、新たに確定した重要な設備の計画は以下のとおりであります。

 

①新設

 

会社名
設備名

所在地
セグメントの
名称

内容

投資予定金額
資金調達
方法

着手及び完了予定

総額
(百万円)

既支払額
(百万円)

着手 完了

あいおいニッ

セイ同和損害

保険株式会社

桜ヶ丘事務セ

ンター

東京都

多摩市

あいおいニッ

セイ同和損保

営業用ビル取

得
15,500 27 自己資金

平成30年

６月

平成32年

10月
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②改修・拡充

 

会社名
設備名

所在地
セグメントの
名称

内容

投資予定金額
資金調達
方法

着手及び完了予定

総額
(百万円)

既支払額
(百万円)

着手 完了

あいおいニッ

セイ同和損害

保険株式会社

本社ビル（本

館・別館）

東京都

渋谷区

あいおいニッ

セイ同和損保
改修工事 4,100 － 自己資金

平成30年

４月

平成35年

３月
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 900,000,000

計 900,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数(株)

（平成29年12月31日）

提出日現在
発行数(株)

（平成30年２月14日）
上場金融商品取引所名 内容

普通株式 593,291,754 593,291,754

東京証券取引所

（市場第一部）

名古屋証券取引所

（市場第一部）

単元株式数100株

計 593,291,754 593,291,754 ― ―

 

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
（千株）

発行済株式
総数残高
　（千株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金
増減額

（百万円）

資本準備金
残高

　（百万円）

平成29年10月１日～

平成29年12月31日
－ 593,291 － 100,000 － 729,255

 

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の確認ができないため、記載するこ

とができないことから、直前の基準日である平成29年９月30日現在の株主名簿により記載しております。

①【発行済株式】

（平成29年12月31日現在）
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）

（自己保有株式）

普通株式

871,200

－ 単元株式数100株

完全議決権株式（その他）
普通株式

590,639,900
5,906,399 同上

単元未満株式
普通株式

1,780,654
－

一単元（100株）未満

の株式

発行済株式総数 593,291,754 － －

総株主の議決権 － 5,906,399 －

　（注）１　「完全議決権株式（その他）」欄の普通株式には、株式会社証券保管振替機構名義の株式が1,900株含まれ

ております。

　なお、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数19個は、「議決権の数」欄に含まれております。

２　「単元未満株式」欄の普通株式には、株式会社証券保管振替機構名義の株式が１株、自己株式が75株含まれ

ております。

 

②【自己株式等】

（平成29年12月31日現在）
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

（自己保有株式）

ＭＳ＆ＡＤインシュアランス

グループホールディングス

株式会社

東京都中央区新川

２－27－２
871,200 － 871,200 0.15

計 － 871,200 － 871,200 0.15

 

 

２【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動は、次のとおりであります。

(1）退任役員

役名 職名 氏名 退任年月日

取締役 － 小　川　　　是 平成29年８月21日

 

(2）異動後の役員の男女別人数及び女性の比率

男性11名　女性４名（役員のうち女性の比率26.7％）
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第４【経理の状況】
 

１　四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）並びに同規則第61条及び第82条の規定に基づき「保険業法施行規則」（平成８年大蔵省令第５号）に準拠

して作成しております。

 

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（自　平成29年10月１日　

至　平成29年12月31日）及び第３四半期連結累計期間（自　平成29年４月１日　至　平成29年12月31日）に係る四半

期連結財務諸表について、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：百万円）

 
前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成29年12月31日)

資産の部   

現金及び預貯金 1,419,267 1,600,425

コールローン 15,000 －

買現先勘定 6,999 6,999

債券貸借取引支払保証金 285,455 268,786

買入金銭債権 111,320 126,371

金銭の信託 971,119 1,105,313

有価証券 15,303,103 16,389,865

貸付金 886,316 902,648

有形固定資産 464,955 454,610

無形固定資産 417,156 546,292

その他資産 1,225,719 1,321,148

退職給付に係る資産 32,452 31,343

繰延税金資産 55,660 67,337

支払承諾見返 ※２ 50,530 ※２ 51,500

貸倒引当金 △10,756 △9,383

資産の部合計 21,234,300 22,863,259

負債の部   

保険契約準備金 16,156,153 17,193,194

支払備金 1,982,354 2,232,437

責任準備金等 14,173,799 14,960,757

社債 456,191 558,191

その他負債 1,226,769 1,189,163

退職給付に係る負債 190,562 190,414

役員退職慰労引当金 640 526

賞与引当金 28,396 7,483

機能別再編関連費用引当金 22,097 18,115

特別法上の準備金 194,960 207,163

価格変動準備金 194,960 207,163

繰延税金負債 173,566 308,558

支払承諾 ※２ 50,530 ※２ 51,500

負債の部合計 18,499,867 19,724,311

純資産の部   

株主資本   

資本金 100,000 100,000

資本剰余金 669,458 551,757

利益剰余金 775,877 793,536

自己株式 △120,050 △2,583

株主資本合計 1,425,285 1,442,710

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 1,360,859 1,720,544

繰延ヘッジ損益 23,472 21,554

為替換算調整勘定 △91,219 △70,334

退職給付に係る調整累計額 △9,420 △3,242

その他の包括利益累計額合計 1,283,692 1,668,521

新株予約権 307 566

非支配株主持分 25,147 27,149

純資産の部合計 2,734,432 3,138,947

負債及び純資産の部合計 21,234,300 22,863,259
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第３四半期連結累計期間
(自　平成28年４月１日
　至　平成28年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年12月31日)

経常収益 4,069,259 4,145,753

保険引受収益 ※１ 3,665,530 ※１ 3,500,860

（うち正味収入保険料） 2,608,957 2,623,955

（うち収入積立保険料） 79,361 68,815

（うち積立保険料等運用益） 36,353 32,631

（うち生命保険料） 935,551 758,351

資産運用収益 393,507 631,848

（うち利息及び配当金収入） 208,625 224,189

（うち金銭の信託運用益） 10,869 64,331

（うち売買目的有価証券運用益） 40,739 20,382

（うち有価証券売却益） 68,915 97,179

（うち特別勘定資産運用益） 73,415 201,324

（うち積立保険料等運用益振替） △36,353 △32,631

その他経常収益 10,221 13,044

経常費用 3,750,408 3,984,021

保険引受費用 3,208,361 3,462,382

（うち正味支払保険金） 1,347,843 1,398,856

（うち損害調査費） 123,937 125,395

（うち諸手数料及び集金費） 510,947 516,375

（うち満期返戻金） 181,211 181,810

（うち生命保険金等） 244,930 273,086

（うち支払備金繰入額） 67,126 197,979

（うち責任準備金等繰入額） 706,505 764,757

資産運用費用 52,066 23,816

（うち金銭の信託運用損） 13,298 －

（うち有価証券売却損） 6,938 5,451

（うち有価証券評価損） 1,589 1,376

（うち金融派生商品費用） 25,390 14,520

営業費及び一般管理費 478,403 485,712

その他経常費用 11,577 12,109

（うち支払利息） 6,573 6,615

経常利益 318,850 161,731

特別利益 1,695 7,780

固定資産処分益 1,695 7,780

特別損失 35,101 16,947

固定資産処分損 933 2,924

減損損失 2,187 1,808

特別法上の準備金繰入額 6,335 12,202

価格変動準備金繰入額 6,335 12,202

不動産等圧縮損 － 11

その他特別損失 ※２ 25,646 －

税金等調整前四半期純利益 285,444 152,565

法人税等 74,618 53,877

四半期純利益 210,826 98,687

非支配株主に帰属する四半期純利益 1,170 1,052

親会社株主に帰属する四半期純利益 209,655 97,635
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第３四半期連結累計期間
(自　平成28年４月１日
　至　平成28年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年12月31日)

四半期純利益 210,826 98,687

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 122,899 356,689

繰延ヘッジ損益 △11,849 △1,792

為替換算調整勘定 △219,179 21,904

退職給付に係る調整額 2,059 6,176

持分法適用会社に対する持分相当額 △3,013 2,561

その他の包括利益合計 △109,083 385,538

四半期包括利益 101,742 484,226

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 103,907 482,464

非支配株主に係る四半期包括利益 △2,164 1,762
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【注記事項】

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

（連結の範囲の重要な変更）

DTRIC Management Company, Limitedは株式の取得により新たに子会社となったため、第１四半期連結会計期間より

連結の範囲に含めております。

MS First Capital Insurance Limitedは株式の取得により新たに子会社となったため、当第３四半期連結会計期間よ

り連結の範囲に含めております。

 

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

（税金費用の計算）

国内連結会社の税金費用については、主として、税引前四半期純利益に一時差異等に該当しない差異の金額が重要な

場合にはその金額を加減した上で法定実効税率を乗じて計算しております。

 

 

（四半期連結貸借対照表関係）

 １　保険業法第118条に規定する特別勘定の資産及び負債の額は次のとおりであります。

（単位：百万円）

前連結会計年度

（平成29年３月31日）

当第３四半期連結会計期間

（平成29年12月31日）

2,553,766 2,564,437

 

※２　リミテッド・パートナーシップが行う取引の履行に関する保証

前連結会計年度（平成29年３月31日）

三井住友海上火災保険株式会社は、リミテッド・パートナーシップが行う取引の履行に関して保証を行っており

ます。なお、当連結会計年度末時点における当該保証対象取引の現在価値の合計額は192,303百万円であり、実質保

証額がないため、支払承諾見返及び支払承諾には計上しておりません。

 

当第３四半期連結会計期間（平成29年12月31日）

三井住友海上火災保険株式会社は、リミテッド・パートナーシップが行う取引の履行に関して保証を行っており

ます。なお、当四半期連結会計期間末時点における当該保証対象取引の現在価値の合計額は174,199百万円であり、

実質保証額がないため、支払承諾見返及び支払承諾には計上しておりません。

 

 

（四半期連結損益計算書関係）

※１　保険引受収益には外貨建再保険取引に関する為替リスクの軽減を目的としたデリバティブ取引に係る金融派生商品

収益を含んでおり、その金額は次のとおりであります。

（単位：百万円）

 
 
 

前第３四半期連結累計期間
（自　平成28年４月１日
至　平成28年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成29年４月１日
至　平成29年12月31日）

保険引受収益 881 979

 

※２　その他特別損失の内訳は次のとおりであります。

前第３四半期連結累計期間（自　平成28年４月１日　至　平成28年12月31日）

当社傘下の国内保険連結子会社による機能別再編に係るシステム開発費用等21,467百万円（うち機能別再編関連費用

引当金繰入額18,470百万円）及び在外連結子会社における組織再編関連費用4,178百万円であります。
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（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半期連

結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額は、次のとおりで

あります。

  （単位：百万円）

 
前第３四半期連結累計期間
（自 平成28年４月１日
至 平成28年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自 平成29年４月１日
至 平成29年12月31日）

減価償却費 46,384 47,543

のれんの償却額 8,652 8,826

 

 

（株主資本等関係）

前第３四半期連結累計期間（自　平成28年４月１日　至　平成28年12月31日）

１　配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年６月22日

定時株主総会
普通株式 33,202 55 平成28年３月31日 平成28年６月23日 利益剰余金

平成28年11月18日

取締役会
普通株式 30,021 50 平成28年９月30日 平成28年12月６日 利益剰余金

 

２　基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末日後と

なるもの

該当事項はありません。

 

当第３四半期連結累計期間（自　平成29年４月１日　至　平成29年12月31日）

１　配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成29年６月26日

定時株主総会
普通株式 41,468 70 平成29年３月31日 平成29年６月27日 利益剰余金

平成29年11月17日

取締役会
普通株式 38,507 65 平成29年９月30日 平成29年12月５日 利益剰余金

 

２　基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末日後と

なるもの

該当事項はありません。

 

３　株主資本の金額の著しい変動

自己株式の消却

　当社は、平成29年５月19日開催の取締役会決議に基づき、平成29年６月30日付で、自己株式の消却を実施いたしまし

た。これにより、当第３四半期連結累計期間において資本剰余金及び自己株式がそれぞれ117,455百万円減少し、当第

３四半期連結会計期間末において資本剰余金が551,757百万円、自己株式が2,583百万円となっております。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

　１ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 前第３四半期連結累計期間（自　平成28年４月１日　至　平成28年12月31日）

    （単位：百万円）

 国内損害保険事業 国内生命保険事業

 (三井住友海上)
(あいおいニッ

セイ同和損保)

(三井ダイレクト

損保)

(三井住友海上

あいおい生命)

(三井住友海上プ

ライマリー生命)

売上高(注1) 1,104,659 905,141 27,462 266,340 659,105

セグメント利益又は

損失（△）
125,178 56,329 △21 6,114 33,826

 

    （単位：百万円）

 海外事業 その他

(注2)
合計

調整額

(注3、4)

四半期連結損益

計算書計上額

(注5) (海外保険子会社)

売上高(注1) 568,713 19,531 3,550,954 △6,445 3,544,508

セグメント利益又は

損失（△）
28,410 520 250,358 △40,702 209,655

(注)１　売上高は、損害保険事業にあっては正味収入保険料、生命保険事業にあっては生命保険料、その他の事業に

あっては経常収益、四半期連結損益計算書計上額にあっては正味収入保険料及び生命保険料の合計の金額を記載

しております。

２　「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、国内保険会社以外のグループ会社が

営む金融サービス事業及びリスク関連サービス事業並びに報告セグメントに含まれない国内損害保険子会社が営

む国内損害保険事業であります。

３　売上高の調整額は、その他の事業に係る経常収益の調整額△6,445百万円であります。

４　セグメント利益又は損失の調整額は、セグメント間取引消去△4,724百万円及び各報告セグメントに配分して

いない全社費用△6,265百万円のほか、国内保険子会社に対するパーチェス法適用に係る損益の調整額やのれん

の償却額等△29,712百万円を含んでおります。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない当社の管理部門に

係る費用であります。

５　セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の親会社株主に帰属する四半期純利益と調整を行っており

ます。
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　 当第３四半期連結累計期間（自　平成29年４月１日　至　平成29年12月31日）

    （単位：百万円）

 国内損害保険事業 国内生命保険事業

 (三井住友海上)
(あいおいニッ

セイ同和損保)

(三井ダイレクト

損保)

(三井住友海上

あいおい生命)

(三井住友海上プ

ライマリー生命)

売上高(注1) 1,123,736 925,454 27,555 276,884 469,551

セグメント利益又は

損失（△）
150,194 19,099 1,011 6,121 25,311

 

    （単位：百万円）

 海外事業 その他

(注2)
合計

調整額

(注3、4)

四半期連結損益

計算書計上額

(注5) (海外保険子会社)

売上高(注1) 545,699 19,155 3,388,037 △5,729 3,382,307

セグメント利益又は

損失（△）
△72,974 2,855 131,619 △33,984 97,635

(注)１　売上高は、損害保険事業にあっては正味収入保険料、生命保険事業にあっては生命保険料、その他の事業に

あっては経常収益、四半期連結損益計算書計上額にあっては正味収入保険料及び生命保険料の合計の金額を記載

しております。

２　「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメント及びその他の収益を稼得する事業活動であ

り、報告セグメント以外の国内損害保険子会社が営む国内損害保険事業、国内保険会社以外のグループ会社が営

む金融サービス事業及びリスク関連サービス事業並びに当社によるグループ会社以外の会社への事業投資であり

ます。

３　売上高の調整額は、セグメント間取引消去△341百万円、その他の事業に係る経常収益の調整額△5,387百万円

であります。

４　セグメント利益又は損失の調整額は、セグメント間取引消去△9,697百万円及び各報告セグメントに配分して

いない全社費用△8,679百万円のほか、国内保険子会社に対するパーチェス法適用に係る損益の調整額やのれん

の償却額等△15,607百万円を含んでおります。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない当社の管理部門に

係る費用であります。

５　セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の親会社株主に帰属する四半期純利益と調整を行っており

ます。

 

　２　報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　 （のれんの金額の重要な変動）

　　当第３四半期連結累計期間（自　平成29年４月１日　至　平成29年12月31日）

「海外保険子会社」において、当第３四半期連結会計期間にMS First Capital Insurance Limitedを株式の取得に

より連結子会社としました。当該事象によるのれんの増加額は当第３四半期連結累計期間においては68,467百万円で

あります。なお、のれんの金額は、当第３四半期連結会計期間末において取得原価の配分が完了していないため、暫

定的に算出された金額であります。
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（金融商品関係）

　企業集団の事業の運営において重要なものであり、かつ、前連結会計年度の末日に比して著しい変動が認められるも

のは、次のとおりであります。なお、時価を把握することが極めて困難と認められるものは、次表に含まれておりませ

ん。

前連結会計年度（平成29年３月31日）

（単位：百万円）
 

 
連結貸借対照表

計上額
時価 差額

社債 456,191 476,218 20,027

負債計 456,191 476,218 20,027

 

当第３四半期連結会計期間（平成29年12月31日）

（単位：百万円）
 

 
四半期連結貸借

対照表計上額
時価 差額

社債 558,191 578,124 19,933

負債計 558,191 578,124 19,933

 

（注）　社債の時価の算定方法

日本証券業協会が公表する公社債店頭売買参考統計値又は取引金融機関から提示された価格に基づいて算定し

ております。
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（有価証券関係）

　本項目は企業集団の事業の運営において重要なものとして記載しております。

 

１　満期保有目的の債券

前連結会計年度（平成29年３月31日）

（単位：百万円）

種類 連結貸借対照表計上額 時価 差額

公社債 1,032,755 1,223,936 191,181

その他 9,539 9,539 －

合計 1,042,295 1,233,476 191,181

（注）　連結貸借対照表において現金及び預貯金として処理されている譲渡性預金並びに買入金銭債権として処理さ

れているコマーシャルペーパーを「その他」に含めております。

当第３四半期連結会計期間（平成29年12月31日）

（単位：百万円）

種類
四半期連結貸借対照表

計上額
時価 差額

公社債 1,042,602 1,239,371 196,769

その他 6,784 6,784 －

合計 1,049,387 1,246,156 196,769

（注）　四半期連結貸借対照表において現金及び預貯金として処理されている譲渡性預金並びに買入金銭債権として

処理されているコマーシャルペーパーを「その他」に含めております。

 

２　責任準備金対応債券

前連結会計年度（平成29年３月31日）

（単位：百万円）

種類 連結貸借対照表計上額 時価 差額

公社債 288,821 285,054 △3,766

外国証券 1,408,431 1,436,414 27,983

合計 1,697,252 1,721,469 24,216

 

当第３四半期連結会計期間（平成29年12月31日）

（単位：百万円）

種類
四半期連結貸借対照表

計上額
時価 差額

公社債 420,027 419,219 △808

外国証券 1,628,889 1,676,205 47,315

合計 2,048,917 2,095,424 46,507
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３　その他有価証券

前連結会計年度（平成29年３月31日）

（単位：百万円）

種類 取得原価 連結貸借対照表計上額 差額

公社債 4,005,029 4,336,212 331,183

株式 1,140,272 2,589,024 1,448,751

外国証券 1,982,164 2,065,525 83,361

その他 145,206 154,664 9,457

合計 7,272,672 9,145,427 1,872,754

（注）１　時価を把握することが極めて困難と認められるその他有価証券は、上表には含めておりません。

２　連結貸借対照表において現金及び預貯金として処理されている譲渡性預金並びに買入金銭債権として処理

されているコマーシャルペーパー及び貸付債権信託受益権を「その他」に含めております。

３　その他有価証券（時価を把握することが極めて困難と認められるものを除く。）について1,602百万円（う

ち、株式669百万円、外国証券932百万円）減損処理を行っております。

なお、当社及び国内連結子会社は、原則として、時価が取得原価に比べて30％以上下落した銘柄を対象に

減損処理を行っております。

当第３四半期連結会計期間（平成29年12月31日）

（単位：百万円）

種類 取得原価
四半期連結貸借対照表

計上額
差額

公社債 4,017,499 4,334,107 316,607

株式 1,093,160 3,001,530 1,908,370

外国証券 2,191,917 2,317,806 125,888

その他 169,144 182,306 13,162

合計 7,471,721 9,835,750 2,364,029

（注）１　時価を把握することが極めて困難と認められるその他有価証券は、上表には含めておりません。

２　四半期連結貸借対照表において現金及び預貯金として処理されている譲渡性預金並びに買入金銭債権とし

て処理されているコマーシャルペーパー及び貸付債権信託受益権を「その他」に含めております。

３　その他有価証券（時価を把握することが極めて困難と認められるものを除く。）について404百万円（う

ち、株式70百万円、外国証券333百万円）減損処理を行っております。

なお、当社及び国内連結子会社は、原則として、時価が取得原価に比べて30％以上下落した銘柄を対象に

減損処理を行っております。
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（企業結合等関係）

（取得による企業結合）

　連結子会社である三井住友海上火災保険株式会社（以下、「三井住友海上」という。）は、カナダ大手の保険・金融グ

ループであるFairfax Financial Holdings Limited（以下、「Fairfax社」という。）グループ傘下で、シンガポール最

大の損害保険会社であるFirst Capital Insurance Limited（以下、「ＦＣ社」という。）の株式を取得し、ＦＣ社を子

会社といたしました。なお、ＦＣ社は商号をMS First Capital Insurance Limitedに変更いたしました。

 

１　企業結合の概要

(1) 被取得企業の名称及び事業の内容

被取得企業の名称　First Capital Insurance Limited

事業の内容　　　　損害保険事業

(2) 企業結合を行った主な理由

　ＦＣ社買収により、シンガポール市場における収益性と成長性の向上、アセアン市場における主導的地位の維持・

向上、Fairfax社との提携を通じたグローバルでの更なる成長の実現を目的としております。

(3) 企業結合日

　平成29年12月28日（みなし取得日　平成29年12月31日）

(4) 企業結合の法的形式

株式の取得

(5) 結合後企業の名称

MS First Capital Insurance Limited

(6) 取得した議決権比率

97.7％

(7) 取得企業を決定するに至った主な根拠

三井住友海上がＦＣ社の議決権の97.7％を取得したことから、三井住友海上を取得企業と決定しております。

 

２　四半期連結累計期間に係る四半期連結損益計算書に含まれる被取得企業の業績の期間

みなし取得日が平成29年12月31日であり、貸借対照表のみを連結しているため、四半期連結損益計算書に被取得企業

の業績は含まれておりません。

 

３　被取得企業の取得原価及び対価の種類ごとの内訳

取得の対価 現金　2,091百万シンガポールドル

取得原価 2,091百万シンガポールドル

　なお、条件付取得対価は、被取得企業の企業結合日における一定の保険負債の金額を将来時点において再測定した結

果に応じて増減する契約となっております。

 

４　発生したのれんの金額、発生原因、償却方法及び償却期間

(1) 発生したのれんの金額

810百万シンガポールドル

なお、取得原価の配分が完了していないため、のれんの金額は暫定的に算定された金額であります。

(2) 発生原因

株式取得契約に基づく投資額が受け入れた資産及び引き受けた負債の純額を上回ったことによります。

(3) 償却方法及び償却期間

20年間の均等償却
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（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎並びに潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎

は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　平成28年４月１日
至　平成28年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成29年４月１日
至　平成29年12月31日）

（１）１株当たり四半期純利益金額 348円77銭 164円80銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額

（百万円）
209,655 97,635

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する

四半期純利益金額（百万円）
209,655 97,635

普通株式の期中平均株式数（千株） 601,117 592,420

（２）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 348円74銭 164円76銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益調整額

（百万円）
－ －

普通株式増加数（千株） 62 138

（うち新株予約権（千株）） (62) (138)

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株

式で、前連結会計年度末から重要な変動があったも

のの概要

－ －

 

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

EDINET提出書類

ＭＳ＆ＡＤインシュアランスグループホールディングス株式会社(E03854)

四半期報告書

29/32



２【その他】

平成29年11月17日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

(1）中間配当による配当金の総額…………………38,507百万円

(2）１株当たりの金額………………………………65円

(3）支払請求の効力発生日及び支払開始日………平成29年12月５日

（注）　平成29年９月30日の最終の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行います。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成30年２月14日

ＭＳ＆ＡＤインシュアランスグループホールディングス株式会社

取締役会　御中

 

 有限責任 あずさ監査法人

 

 
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士 高　橋　　　勉　　印

 

 
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士 平　栗　郁　朗　　印

 

 
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士 廣　瀨　文　人　　印

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているＭＳ＆ＡＤイン

シュアランスグループホールディングス株式会社の平成29年４月１日から平成30年３月31日までの連結会計年度の第３四

半期連結会計期間（平成29年10月１日から平成29年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成29年４月１日から

平成29年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期

連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表

を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

 当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質
問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認
められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ＭＳ＆ＡＤインシュアランスグループホールディングス株式会社及

び連結子会社の平成29年12月31日現在の財政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に

表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

　（注）１　上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２　ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれておりません。
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